


－78－

クロロフィルa量は，7月及び10月にC8，C9を除く

測点で10μg/Lを超える高い値を示した。他の事業で

実施したC1，C2，C5，C6，C8，C9でのプランクト

ン調査結果とクロロフィルa量を比較すると，C1にお

いて最高で21.0μg/L，C2において最高で15.9μ

g/L，C5において最高で20.3μg/Lの高い値を示した

7月19日に渦鞭毛藻綱のヘテロカプサ サーキュラリ

スカーマ（Heterocapsa circularisquama）が赤潮を形

成した。この他，10月17日においてもC8，C9を除く

測点で比較的高いクロロフィルa量がみられており，同

時期に発生したSkeletonema costatum等の珪藻プラン

クトンを反映したものと考えられた。

pHは，pH7.2～pH8.3の範囲で推移した。6月から

7月にかけて全測点で，表層から底層にかけてpH7.2～

pH7.8の低い値を示した。これらの測点では，同時期に

貧酸素状態が確認されているため，それに伴ってpHが

低下したと考えられた。一方，8月22日には全測点で

10m層以浅のpHがpH7.8～pH8.2のやや高い値を示

しており，同時期に発生したChaetoceros spp.等の珪藻

プランクトンによる光合成作用の結果，pHが上昇した

と考えられた。

濁度は，0.2～140.7mg/Lの範囲で推移し，湾奥部

を中心に値が高くなる傾向がみられた。

NH
4
Nは，0～6.0μMの範囲で推移し，7月19日

の底層で最高値を示した。NO2 Nは，0～3.4μMの

範囲で推移し，C1～C4，C7，C8，C10では10月に

最高値を示し，C5，C6，C8では6月～7月に最高値

を示した。また，NO
3
Nは0～5.8μMの範囲で推移

し，最高値となった時期は測点によってばらついた。

DIN（NH
4
N+ NO

2
N+ NO

3
N）は，0～7.4μM

の範囲で推移した。DINは，底層付近の溶存酸素量が

低下した6月下旬から底層付近での値が高くなりはじ

め，7月中旬から10月に底層での値が高くなった。ま

た，12月26日には湾口部を中心に表層から底層のDIN

値が高くなった。

T Pは，0.1～4.3μMの範囲で推移し，湾奥部を中

心に7月19日の中層から底層で高い値がみられた。

PO
4
Pは、0～2.2μMの範囲で推移した。TOCは0.7

～2.6mg/Lの範囲で推移した。T Nは0.1～0.3mg/L

の範囲で推移した。

N，Pの栄養塩が7月中旬から10月中旬にかけて高

い値を示した要因としては、底層付近の貧酸素化に伴い

底土から溶出した可能性と，低気圧の影響によって志摩

地域での降水量が多くなり、陸域からのN，P供給量が

増加した可能性が考えられた。


